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上山市分別収集計画 

                            令和４年６月 

１ 計画策定の意義 

  快適でうるおいのある生活環境の創造のためには、大量生産、大量消費、大量廃棄に

支えられた社会経済・ライフスタイルを見直し、循環型社会を形成していく必要がある。

そのためには、社会を構成する主体がそれぞれの立場でその役割を認識し、履行してい

くことが重要である。 

上山市が構成市となっている山形広域環境事務組合において、平成 29 年 10 月１日に

エネルギー回収施設（立谷川）、平成 30年 12月１日にエネルギー回収施設（川口）が稼

働したが、構成市町はより一層のごみ減量に取り組まなければならない状況である。 

また、本市及び山形広域環境事務組合では、最終処分を他の自治体や民間に委託して

いる状況にある。 

 本計画はこのような状況のなか、容器包装に係る分別収集及び再商品化の促進等に関

する法律（以下「法」という）第８条に基づいて一般廃棄物の中で大きな割合を占める

容器包装廃棄物を分別収集し、３Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）を推進し、

一般廃棄物の削減を図る目的で、市民・事業者・行政それぞれの役割や、具体的な推進

方策を明らかにするとともに、これを公表することにより、すべての関係者が一体とな

って取り組むべき方針を示したものである。 

 本計画により、容器包装廃棄物の減量化と３Ｒを推進するとともに、もって、廃棄物

の減量や最終処分場の延命化、資源の有効利用を図り、循環型社会の形成を目指すもの

である。 

 

２ 基本的方向 

  本計画を実施するにあたっての基本的方向を以下に示す。 

 (１) 容器包装廃棄物の排出抑制、循環利用を基本とした地域社会づくり 

 (２) 市民、事業者、行政が一体となった取り組みによる環境負荷の低減 

 

３ 計画期間 

  本計画の計画期間は令和５年４月を始期とする５年間とし、３年ごとに改定する。 

 

４ 対象品目 

  本計画は、容器包装廃棄物のうちスチール製容器、アルミ製容器、ガラス製容器（無

色、茶色、その他）、飲料用紙製容器、ダンボール製容器、ペットボトルを対象とする。 

 

５ 各年度における容器包装廃棄物の排出量の見込み（法第８条第２項第１号） 

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

容器包装廃棄物 ５０４ｔ ４９８ｔ ４９３ｔ ４８９ｔ ４８６ｔ 

 

６ 容器包装廃棄物の排出抑制の方策に関する事項（法第８条第２項第２号） 

  容器包装廃棄物の排出抑制のため以下の方策を実施する。なお、実施にあたっては、

市民、事業者、再生事業者等がそれぞれの立場から役割を分担し、相互に協力・連携を

図る。 

  分別収集の実施にあたり、各種の啓発活動を行い、市民、事業者のごみ処理に対する
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意識の高揚を図る。 

（１）環境教育、啓発活動の充実 

学校における環境教育や地域社会におけるごみ処理施設見学会等のあらゆる機会を

活用し、市民、事業者に対して、ごみ排出量の増大、最終処分場の延命、ごみ処理に

要する経費の増加等ごみ処理の状況について情報を提供し、認識を深めてもらう。 

さらに、ごみの排出抑制、分別排出、再生利用の意義及び効果、ごみの適切な出し

方に関する教育啓発活動に積極的に取り組む。 

  ・広報誌でのＰＲ 

  ・ごみ減量・リサイクルに関する出前講座の開催 

  ・ごみ処理施設見学会の開催 

（２）３Ｒ運動の推進 

市民、事業者及び行政が互いの役割を分担し、市民生活、市民団体等による地域活

動、さらには事業活動など広範な、しかも積極的な実践活動への参加を促進する。 

  ・集団資源回収事業の促進 

  ・買物袋持参運動の促進 

  ・商店会等での３Ｒ活動の促進 

  ・廃棄物減量等推進員の活動の充実 

・上山市衛生組合連合会活動及び各地区衛生組合活動の拡充 

・古紙類の行政回収及び拠点回収の推進 

・雑紙袋の全戸配布等による、雑紙回収の推進 

 

７ 分別収集をするものとした容器包装廃棄物の種類及び当該容器包装廃棄物の収集に係

る分別の区分（法第８号第２項第３号） 

  ごみ処理基本計画及び廃棄物処理施設の整備状況等を総合的に勘案し、分別収集する

容器包装廃棄物の種類及び区分を次のように定める。 

  なお、ビン類については下記に加え「生きビン」の区分を設定し、より多くのリサイ

クルを実施するものとする。 

 

分別収集をする容器包装廃棄物の種類 収集に係る分別の区分 

主としてスチール製の容器 

主としてアルミ製の容器 

カン 

主として      無色のガラス容器 

ガラス製の     茶色のガラス容器 

容器        その他のガラス容器 

ビン（カレット） 

（無色、茶色、その他） 

主として紙製の容器であって飲料を充てんする

ためのもの（原材料としてアルミニウムが利用さ

れているものを除く。） 

紙パック 

主としてダンボール製の容器 

 

ダンボール 

主としてポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）

製の容器であって飲料又はしょうゆ等を充てん

するためのもの 

ペットボトル 

 



3 

 

８ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合物ごとの量及び容器包装

リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込み 

（法第８条第２項第４号） 

  令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 
 

主としてのス

チール製の

容器 

３８ ｔ ３７ ｔ ３６ ｔ ３５ ｔ ３４ ｔ 

 

主としてのア

ルミ製の容

器 

５０ ｔ ５１ ｔ ５３ ｔ ５４ ｔ ５６ ｔ 

 

 

無色のガラ

ス製容器 

(合計) 

８０ ｔ 
(合計) 

７５ ｔ 
(合計) 

７０ ｔ 
(合計) 

６６ ｔ 
(合計) 

６２ ｔ 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

80ｔ 0ｔ 75ｔ 0ｔ 70ｔ 0ｔ 66ｔ 0ｔ 62ｔ 0ｔ 
 

 

茶色のガラ

ス製容器 

(合計) 

５９ t 
(合計) 

 ５４ t 
(合計) 

 ５０ t 
(合計) 

 ４６ t 
(合計) 

４２ t 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

59ｔ 0ｔ 54ｔ 0ｔ 50ｔ 0ｔ 46ｔ 0ｔ 43ｔ 0ｔ 
 

 

その他のガ

ラス製容器 

(合計) 

４５ t 

(合計) 

４２ t 

(合計) 

３９ t 

(合計) 

３７ t 

(合計) 

３５ t 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

(引渡

量) 

(独自処

理量) 

45ｔ 0ｔ 42ｔ 0ｔ 39ｔ 0ｔ 37ｔ 0ｔ 35ｔ 0ｔ 
主として紙

製の容器で

あって飲料

を充てんす

るためのも

の（原材料と

してアルミニ

ウムが利用

されているも

のを除く。） 

１ ｔ １ ｔ １ ｔ １ ｔ １ ｔ 

 

主としてダン

ボール製の

容器 

１６５ ｔ １７０ ｔ １７５ ｔ １８０ ｔ １８５ ｔ 

 

主としてポリ

エチレンテレ

フタレート

(PET)製の容

器であって

飲用又はし

ょう油その他

主務大臣が

定める商品

を充てんす

るためのも

の 

(合計) 

６７ t 
(合計) 

６８ t 
(合計) 

６９ t 
(合計) 

７０ t 
(合計) 

７１ t 

(引渡

量) 

67ｔ 

(独自処

理量) 

0ｔ 

(引渡

量) 

68ｔ 

(独自処

理量) 

0ｔ 

(引渡

量) 

69ｔ 

(独自処

理量) 

0ｔ 

(引渡

量) 

70ｔ 

(独自処

理量) 

0ｔ 

(引渡

量) 

71t 

(独自処

理量) 

0ｔ 

 

合計 ５０５ ｔ ４９８ ｔ ４９３ ｔ ４８９ ｔ ４８６ ｔ 
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９ 各年度において得られる分別基準適合物の特定分別基準適合別ごとの量及び容器包装

リサイクル法第２条第６項に規定する主務省令で定める物の量の見込みの算定方法 

    令和５年度から令和９年度までの発生量見込みについては、おおむね平成２９年度か

ら令和３年度までの５年間の実績を基に予測した。 

また、人口変動についても同様に予測した。(予測式はマイクロソフトエクセルの対数近似を使用)  

 

（人口予測） 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 

28,056人 27,629人 27,209人 26,796人 26,389人 

 

１０ 分別収集を実施する者に関する基本的な事項（法第８条第２項第５号） 

 分別収集は、現行の収集体制を活用して行う。 

 なお、現在、子供会、学校ＰＴＡ等の市民団体による集団資源回収が進んでいるダンボ

ール・紙パックについては、引続きこれらの団体が分別収集を実施することと併せて、紙

パック・ダンボールについては、引き続き市民、事業者が直接搬入するための拠点回収所

を設けるとともに、各ごみ集積所での行政回収を実施する。 

 

（分別収集の実施主体） 

容器包装廃棄物の種類 収集に係る分

別の区分 

収集・運搬段階 選別・保管等

段階 

カ

ン 

スチール製容器 カン類 市による定期回収 上山市 

アルミ製容器 （業者委託） (リサイクルリレーセンター) 

ビ

ン 

無色ガラス製容器 ビン類 市による定期回収 上山市 

茶色ガラス製容器 （業者委託） (リサイクルリレーセンター) 

その他ガラス製容器 

ペットボトル ペットボトル 市による定期回収 

（業者委託） 

山形広域環境

事務組合 

（業者委託） 

紙パック 古紙類 市による定期回収 

（業者委託） 

資源業者 

ダンボール 古紙類 市による定期回収 

（業者委託） 

資源業者 

 

１１ 分別収集の用に供する施設の整備に関する事項（法第８条第２項第６号） 

  カン・ビンについては、上山市リサイクルリレーセンターで選別、圧縮、保管する。 

  ペットボトルについては、上山市リサイクルリレーセンターで積替えし、山形広域環

境事務組合が委託する山形環境保全協同組合の施設に運搬後、選別、圧縮、保管する。 

 紙パックとダンボールについては、収集後そのまま資源業者へ引き渡す。 
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（処理の段階ごとの分別収集の用に供する施設の種類） 

処理の段階 区分 仕様（形状・形式・能力・数量等） 

排出 集積場所 共通集積場所利用（町内会管理） 

収集・運搬 収集車両 カン    ：２ｔパッカー車２台 

ビン    ：２ｔ平ボディ車２台 

ＰＥＴボトル：２ｔパッカー車１台 

紙パックとダンボール 

  ：２ｔ平ボディ車１台 

中継輸送車両 ＰＥＴボトル：４ｔアームロール車２台 

選別・保管 リサイクルリレーセンター カン類ストックヤード：32㎡×2  (64m³) 

ビン類ストックヤード：105㎡ (26m³)×4色 

山形環境保全協同組合 ＰＥＴボトルストックヤード：10ｔ 

資源業者 紙パック、ダンボール 

 

（分別収集の用に供する施設整備計画） 

分別収集する容器

包装廃棄物の種類 

収集に係る

分別の区分 
収集容器 収集車 中間処理 

スチール製容器 カン類 プラスチック

カゴ 

２ｔ 

パッカー車 

リサイクルリレーセンター 

(選別・圧縮・保管) アルミ製容器 

無色ガラス製容器 ビン類 プラスチック

コンテナ 

２ｔ 

平ボディ車 

リサイクルリレーセンター 

(選別・保管) 茶色のガラス製容器 

その他のガラス製容器 

紙パック 古紙類  ２ｔ 

平ボディ車 

 

ダンボール 古紙類  紙パックと

共載 

 

ＰＥＴボトル ＰＥＴボトル 透明袋 ２ｔ 

パッカー車 

山形環境保全協同組合 

(選別・圧縮・保管) 

 

１２ その他容器包装廃棄物の分別収集の実施に関し重要な事項 

                        （法第８条第２項第７号） 

  市民や事業者の意見、要望等を反映させ、容器包装廃棄物の分別収集を円滑かつ効率

的に進めていくため、上山市廃棄物減量等推進審議会を開催する。 

  また、地域でのリサイクル活動を推進していくため、上山市廃棄物減量等推進員の研

修会等を開催し、知識の普及啓発に努める。 

  分別の主体は市民にあることから、市民一人ひとりの実践を促す広報・啓発活動並び

に分けやすく出しやすい方式等を検討する。 

  子供会、学校ＰＴＡ等の市民団体による集団資源回収を促進するため、奨励金の交付

等の支援を行う。 

  


